ロボットトライアスロン標準ロボットキット Ver.4

Ver.3との違いとロボット製作上の注意
2009年版ver. 2.0

　2007年7月にロボット・トライアスロン標準ロボットキットのVersion 4 がリリースされました．製作の手順はこれまでのVersion 3 と同様ですが，メイン基板，エンコーダなどに変更が加えられています．以下に，製作の注意点をまとめます．

※　各グループに配っているバインダの「競技用標準ロボットの製作」という文書に製作手順が示されています．その中の６〜７ページに「2004年度バージョンへの修正情報」がありますが，Version 4 ではこれらは解消されています．

1 お助けパックの中身の確認

　キットのパッケージには，部品リストが梱包されています．必ず，全てがあるか確認して下さい．
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　エンコーダ用基板には細長いタイプ（ENCODER1，ENCODER2の２枚）と短いタイプ（ENCODER-R，ENCODER-Lの２枚）の２種類あります．製作前にどちらで組み立てるのか，決めておく必要があります．ここでは，実績がある細長いタイプ（ENCODER1，ENCODER2）で組み立てることにします．
2 プリント基板の組み立て

　キットのパッケージに含まれている10cm角のプリント回路基板をメイン基板と呼びます．メイン基板を組み立てる時の注意点を以下に示します．
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 Xで始まる部品記号
　メイン基板の上には，使用する部品を指示する部品記号が印刷されています（シルク印刷）．この中で X で始まる部品記号の部品はオプションで，標準仕様のロボットを製作する場合は用いません．

　参考までに部品記号と部品の種類の対応表を示します．

	部品記号
	部品の種類

	U
	ＩＣ

	Q 
	トランジスタ類

	LED
	赤色LED

	C
	コンデンサ

	R
	抵抗

	CN
	コネクタ類

	S
	スイッチ

	XR 
	オプションで取り付ける抵抗

	XRP
	オプションで取り付ける半固定抵抗


(2) 拡張用スルーホール

　メイン基板には，マイコンのポートに接続されたスルーホールや，回路の信号に接続されたスルーホールが設けられており，回路の動作チェックや機能拡張がしやすくなっています． 

	コネクタの
ピン番号
	基板
表示
	信号の
向き
	信号の種類

	CN1-3
	PB3
	入力
	マイコンのアナログ入力

	CN1-20
	P10
	出力
	ライントレースセンサの
LED 駆動パルス信号

	CN2-7
	P76
	入出力
	マイコンのデジタルIO

	CN2-13
	P84
	出力
	追加モータ用のPWM 信号

	CN2-14
	P85
	入出力
	マイコンのデジタルIO

	CN2-15
	P86
	入出力
	マイコンのデジタルIO

	CN2-16
	P87
	入出力
	マイコンのデジタルIO

	CN2-17
	P20
	入出力
	マイコンのデジタルIO

	CN2-18
	P21
	入出力
	プログラムのダウンロード以外では，
未使用のデジタルIO

	CN2-19
	P22
	入出力
	プログラムのダウンロード以外では，
未使用のデジタルIO

	CN6-4
	PQ2
	出力
	ライントレースセンサの
右フォトトランジスタ

	CN6-5
	PQ1
	出力
	ライントレースセンサの
左フォトトランジスタ

	CN9-1
	PMV
	出力
	モータ駆動電源電圧

	
	OPA12
	入力
	LMC660の未使用オペアンプAの
＋入力端子

	
	OPA13
	入力
	LMC660の未使用オペアンプAの
−入力端子

	
	OPA14
	出力
	LMC660の未使用オペアンプAの
出力端子

	
	+5V
	出力
	マイコンボードの電源レギュレータで
生成される電源電圧

	
	GND
	
	回路の基準電位（グランド）


(3) （オプション）６Vモータの使用

　ギアボックス内蔵のモータに6V仕様のモータを組込むことができます．そうすれば，3.3Vに電圧を落とすことなく，モータ回路に接続できます．希望者は教員にご相談を． 
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スタッドの追加

　メイン基板の CN2の近くに大きい穴があいています．ここに M3のねじがうまく通るように，マイコン基板の穴に，ねじをナットで固定します．こうすると，メイン基板とマイコン基板を接続する時の目印になり，誤った接続を防止できます．これをスタッドといいます．

3 ギアボックスの組み立て

特に変更はありません．

4 エンコーダディスクの製作

　チップジャックという部品を活用することで，かなり製作が簡単になりました．以下に手順を示します．
	（１）チップジャックのプラスチックカバーを回してはずします．
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	（２）金属棒のねじの部分にセロテープを１〜２巻きします．
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	（３）ギアボックスに付属の円形アームに，金属棒のセロテープを巻いた部分を，写真のように差し込みます．

ちゃんとはめあえばＯＫ．緩い場合はもう少しテープを巻きます．
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	（４）モータのピニオンに，金属棒の細い方を挿し込みます．

モータを回してみて，円形アームがぶれずに回ればＯＫ．
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5 ギアボックスエンコーダモジュールの作製

　エンコーダブロック（灰色をした塩ビ製ブロック）の天地が識別できるように，ビス止めに無関係ない直径2.5mm深さ2mmの穴を端から7mmの場所にあけてあります．下図のように，エンコーダブロックの穴が２つあいた面が上になります．識別用の穴のある方を，ブリッジに側にします． 
[image: image6]
6 走行系の配線

(1) 電源まわりの配線

　電源スイッチの端子がむき出しだと，ふとした拍子にショートする危険があります．これを避けるために熱収縮チューブで被覆します．ハンダづけした後では，熱収縮チューブを導線に通すことはできませんので，ハンダづけ前に通しておいて下さい．

　導線を端子にハンダづけするときには，予め導線を暖めてハンダを十分に吸わせておいてから（予備ハンダ），端子の上に導線をおいて暖め，導線に吸わせたハンダを溶かし出し，端子と導線を接合します．その後，熱収縮チューブを端子にかぶせ，ヒートガンあるいはドライヤで熱し，端子を絶縁します．
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(2) エンコーダ基板の配線

　従来のエンコーダ基板は + と - のスルーホールが１つずつしかなかったので，２枚のエンコーダ基板のそれぞれを接続し，さらにメイン基板に配線するのが大変でした．

　そこで，エンコーダ基板に + と - のスルーホールを２つずつ設けました．一方を，エンコーダ基板同士の接続に，もう一方をメイン基板に配線します．
 メイン基板に配線しない + と - のスルーホールが１つ残りますが，これはそのままにしておきます．

(3) コネクタに接続するケーブルの色配分
　１つのコネクタには，同じ色のケーブルを使わないようにしましょう．また，グランドには黒，プラス電源には赤を使うとよいでしょう．
	左から
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	CN3
	橙
	黄
	白
	青
	赤
	黒

	CN4
	橙
	白
	黒
	赤
	
	

	CN5
	赤
	橙
	白
	黒
	
	

	CN6
	黄
	青
	黒
	白
	赤
	

	CN7
	白
	赤
	赤
	
	
	

	CN8
	黒
	赤
	
	
	
	

	CN9
	白
	黒
	赤
	橙
	
	

	CN10
	赤
	黒
	
	
	
	


7 調整用プログラムの書き込み

プログラムの作成およびマイコンへのダウンロードは，機械情報演習で習った方法で行って下さい．

8 ラインセンサ，距離センサの取り付け

　ラインセンサでは，赤外LED がTLN119に，フォトトランジスタがTPS615に変更になっています．素子の外見が全く同じなので，取り付けミスをしないように注意しましょう．素子を袋から取り出したら，すぐに基板に差し込むようにすれば，混ざって区別できなくなるようなことは無くなるでしょう．
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(1) 素子の見分け方
　万が一，TLN119 とTPS615が混ざってしまったら，素子の樹脂パッケージ部を黒のビニールテープ等で遮光し，テスタで素子の抵抗値を測定して下さい．このとき，テスタの赤と黒のテストリードを入れ替えて２回測定します．もし，素子がTLN119の場合，抵抗値は∞と∞以外の値となります． TPS615の場合，抵抗値は両方とも ∞ になります．

　また，真上から素子の内部をのぞき込むように見ると，内部の構造の違いで，両者を区別することができます．

(2) 端子リードの判定 

　樹脂パッケージの切り欠きの方向から図のように判定できます．

[image: image8.png]TLN119(F)  TPS615(F)



下から見た図

基板のシルク印刷に樹脂パッケージの外形が描いてありますから，組み立てのときは切り欠きの向きを合わせて部品を付ければ良いでしょう．
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